
















































































































































要約 

育児は多様である。様々な生活環境のなかでの乳幼児の成長・発達を見守り、援助するこ

とであるから、その相談を受け指導するときは、多くの知識と生活の常識を身につけてお

かなければならない。しかも時代と共に生活環境が変化していくことを考えれば、担当す

るものは常に育児の視野を広げる努力が必要である。そこで本研究は、保健指導に当たっ

てのできるだけ多くの条件を選択し、夫々を班員が担当して、指導内容の要点をまとめる

ことにした。即ち年齢区分を基本として、そこに日本の地理的条件、住居環境などを加え

て、育児の問題点を整理した。またその他の観点からも指導内容を分類し、更に今日の保

健指導の問題点、及び指導実施施設における指導内容の特徴を整理した。 


